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Oxy-Cope 転位が起こることで 7 員環化合物が立体選択的に得られる。系中で生
成する亜鉛エノラートをさらに求電子剤と反応させることも可能である。  
 
以上のように、本論文は二亜鉛メチレンの温和な反応性を活用して官能基化された有機
亜鉛反応剤を開発し、その特徴を活かした種々の反応に発展させたことを報告したものであ
り、学術上、実際上寄与するところが少なくない。よって、本論文は博士（工学）の学
位論文として価値あるものと認める。また、平成２８年２月２３日、論文内容とそれに
関連した事項について試問を行って、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしてい
ることを確認し、合格と認めた。  
 
